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長門市と萩市で2023年に確認されたイシドジョウ
後藤　益滋1）

はじめに

イシドジョウCobitis takatsuensis Mizuno,1970は、島根中西部、広島県太田川及び江の川以西から

山口県、福岡県に分布し、清澄な河川の中、上流域に生息している。山口県内では、ほぼ全域で確認

されてはいるが（片山ら（1971）,藤岡（1977）（1991））、東部はその後調査でも確認例がなく（畑間ら

（2009））、分布情報には検討の余地が残されている。

本種は、箱メガネ等で河床を覗くと、浮石や砂礫の表面にたたずんでいる姿を容易に観察できる。しか

しながら、外敵が近づくと瞬時に逃避するため、捕獲が困難である。また、分布が限定されることや観賞用

に捕獲される捕獲圧、災害等による生息地の荒廃で近年は生息数が減少していることもあり、環境省のレッ

ドリストでは絶滅危惧ⅠB類に、県レベルでは絶滅危惧IA類（山口県・福岡県）、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）（広

島県・島根県）に指定されている（福岡県（2014）, 島根県（2014）, 山口県（2019）, 広島県（2021））。

さらに、山口県では生息数の減少によって絶滅の恐れが大きくなったことから、希少野生動植物指定

（2022年 3 月）となり、無許可の採取及び販売等が禁止となった（山口県（2022））。

今回、長門市の木屋川水系及び阿武川水系の一支流において本種を確認した。備忘録として本種の確

認記録を残しておく。

確認状況

本種を確認した詳細な地点は明かとしないが、確認した場所を以下に示す。

①　木屋川水系の上流（図 1）

　確認年月日：2023年 8 月 6 日　水温：26.7℃

図-1　木屋川水系の生息地（左：生息地の河床、右：本種）

1） MASUJI Goto 〒753-0031　山口市古熊1-6-4　㈱リクチコンサルタント環境生態分析室

山口県の自然、（84）：9～10．（Mar. 2024）



− 10 −

　当地は、まだ数多くの本種が生息しているため、観察は比較的容易である。同所にはカジカCottus 

sp.（中卵型か大卵型かは不明）やアカザLiobagrus reinii species complex Clade 2 Hilgendorf, 1878

（CladeⅡと思われる）などの冷水域を好む種も数多く生息している。かつては近辺の支川にも数多く

の本種が確認されたが、近年の豪雨災害よる河床荒廃や治山事業などによって生息地の破壊が進んで

おり、まとまった数が確認できる最後の場所のひとつである。

②　阿武川水系の中流（図 2）

　確認年月日：2023年 9 月18日　水温：23.1℃

図-2　阿武川水系の生息地（左：生息地の河床、右：本種）

　当地は、萩市の旧むつみ村と旧福栄村の境界付近の河川である。本種を取り損ねてしまったため、

生息地の写真のみを掲載する。
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